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紅藻 Paclzy171em~φ5お属 の 一種の

体の構造 と生 殖器 官

川 端清策*

s. JくAWABATA: The structure of the frond， and th巴

I巴productiv巴 organof Pach.:y川 emotslS S p. 

緒 日

邦産紅~~ムカデノリ不1. Pachyme仇opsis属の海藻としてはタンパノ リ

(P. elliρtica YAM.)，アカハダ (P.yendoi YAM.)及びフダラク (P.lanceolata 

YAM.)が知られているが，之等のイ本の村J造と生殖器官については筆者が本誌

Vol. 2 No. 3， Vol. 5 No. 1， Vol. 6 No. 1 ，ζ報告し， 又tHi↑主生殖器官につい

ては田沢{ljl雄氏が本誌 Vol目 8No. 3 Iζ報告している。こ とにタ ンパノリ lζ1認

めて近縁のものではあるが，成体lζ於て下記の如く タンパノりとは明らかに

具る形質ーをもっ Pachymeniopsis属の-flITの体の構造と生殖器官について報

告する。材料の提供と指導を賜わった北大山田幸男教授及び材料を提供され

た田沢{lj1雄氏並に阪弁与志雄氏lζ深甚なる謝意を表するれ

1 材料と方法

本種は 19571，1::'7月紀伊国矢植及び古座において 山田教授及び田沢付I雄

氏が， 1956年及び 1957年いずれも 4月房州小湊において館者が，又 1961年 4

月土佐国佐賀において山田教授及び|坂井与志雄氏が採集したものである。之

等の材料の内房州庄及び四国庄のも のは未熟であったので，生殖器官につい

ての研究は紀伊庄のものを用いたc 材料は フオノレ 7 リン原液に保存し，切片

北海道学芸大学治見沢分校
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J 11端:紅説 PachYll1ellioj'sis属の一種の!ヰの椛江主と生雄iw.~官 邸

はコットンブリユー乳酸溶液を以って染めグリセリン 50%水溶液で封じた。

2.体の 構 造

体は葉状腺質で径約5乃至 10cmあり，休の下部袋町で基物[ζ附着し，

不規則lζ数葉{ζ分かれる。葉片はやや波縮し，縁辺lζ小突起を生ずる。付与を

基物から制すl侍，特K淡水lと入れ

た時は強く裏側!と巻き込む性質が

あり，乾燥標本を作る際{ζ之を平

らに仲ばすのに困難である。体の

厚さはコ苦通 1，000μ以下 である。

皮層は表面側と裏面側で厚さを異的

にするのが普通で， 200μ 乃至 400

11厚い。皮府細胞は楕円形成は糸

状lζ細長いことがある。 Jj[層は 6

乃至 12細胞から成り，皮層細胞列

‘・
， 

、，. 、.
; 

写真 1 精子裂を有する皮周 x300 

は叉状[ζ分かれ，外方lζ向って京J1lく，最外部の細胞の形は不規則で 1求形，

惰円形，糸状をなす。内皮層細胞は不規則な形で， )官形を示すものもあるが

髄糸細胞と区別し~iff'いものもあ る。 髄層は 600μ 内外j忌く、髄糸の径は普通

約 7μ である。 髄の内には往々 25μ以 1::.1ζ及ぶ径を有するほぼ]米形の大形

細胞が散在する。髄糸は可なり平f，'に結合しているがタンパノリの夫れよりも

緩やかである(Fig.1，写莫 2)。

3 雌性生殖器官と滋果の発達

カノレポ ゴ ン及び助細胞は rl~皮 Ji3細胞列の校として形成される校叢の底部

lζ生ずる。カノレポゴン校は lケのJJi'i原列車IU胞とカ jレポゴンから成る。支持細

胞は中皮層或は内皮j習*mJJ包から分かれた細胞列の普通6番目の細胞である。

受精毛はカJレポゴ ン{ζ近い所で挫しく膨れているが，受精が終ったと思われ

るものではカノレポゴ ンの周囲の寒天質が膨大して受精毛の膨らみは顕著でな

くなり ，fLつ支持制胞及び之lζ近接している細胞は原形'111ζ富み大形となり

カノレポゴンの核も明らかになる (Fig.3)。

辿絡糸と辿絡した助細胞は寒天'1~'Jl英のj享さを増し，第一成胞糸即ち成胞

糸母細胞に次いで第二成胞糸及び之lζ次いで多数の成胞糸を分裂し，之等に

果胞子を生ずる。果胞子は数個の泌団をなし成熟の程度lとよ り大きさが必

しく呉る。成熟した袈果は消耗した校叢*II1胞の不規則な形状の糸状細胞安1Iが
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被覆糸となって仁の下半分をかこんでいる外は

直接髄糸{ζ接している。5E果を囲む校;控山来の

被覆糸と悩糸とはjf.liW'ζ見分ける ζとは床|怖で

あるが，枝子産由来の被桜糸は悩糸よりもコッ ト

ンブ リユ ーに強 く染まる乙とによって大体の見

分けはつく。果孔周辺の同化糸， 即ち皮用品ITI胞

列は内側lζ湾1111しているがタ ンバノリ のそれ程

l乙特異な形状を示さない (Fig.2， 4-7)。

4. 雄性生殖器官

精子要は外皮府の細胞から形成され，ほぼ

球状であるが之を囲む外皮国細胞は長楕円形で

ある (写哀 1)。

5. 四分 胞子 護

問分胞子要は皮府細胞列の単細胞校として

写真 2 休の航断，上下

同而の皮周の厚さの相
巡を示す x50 

形成され，十字様lζ分裂し休の両市lζ一様lζ散在する (Fig.8)。

泊二 本部:はタンパノ リlζ最も近縁であるが次の荷点において之と其る。

即ちよく成熟した休{ζ於て木種は 10cm内外であるが，タンパノ リは 20cm

以上の長さを有する。 体の厚さにおいて本務は 1，000μ を越える ζ とはない

が，タンパノ りは 1，000μ以上ががi通である。吏lζ本初では皮jぽが上面と下

而で厚さを異にするのが将通である。又J}z)百ff;u府共[乙木穫はタンパ ノリより

緩やかである。

次[ζ蛮果の形に於てタンパノ リ ではまiJZ4の よr~孔は帯しし内側lζ膏 1111 し

た同化糸 lζ よって回統され， 之がためt.btl祈而に於いて ~..~: hT~ の形を示すが本frI!:

では果孔は特別な ~ I与を示さない。

速日泰博士が 1916午 Not巴Son algae new to .Tapan IV， p. 60 において1*1宿

日本太平洋岸から採集した紅誌を Sarcocladiacrateriformis J. AG.と同定

して発表し，岡村博士は此標本を検してタンパノ リのf;JJ体である乙とを昨認

したと，-，本海藻誌 p.544 ，と述べている 。筆者は該臨本を検する機会を得てい

ないが，遠藤博士の記述から推察するに，筆者が日十ト|から採集しものの性質

とよく一致する所があり ，述際問士が S.crateriformisと同定した標本の中

lζは本穏と同じものが含まれているのではないかと推測される。

木称号の新和としての記~Iえは近く発表の予定である 。
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川端 ・ 紅~i Pachymeni砂川属の-fifiの休の構造と生亦l係官 8i) 

図の 説 明

1.休の縦断 上下岡市i皮屈の厚さの

相違を示す x50 

2. カJレポゴン校波 xl50 

3. 原形質及び養分を泊したカノレポゴ

ン校叢(受精後と考えられる)

x150 

4. 助細胞絞殺 x150 

5-7. 霊長果発迭の過程を示す 5， x100 6， x150 7， xlOO 

8，9. 四分胞子裂を有する体の餓断 同じ個体に於ける皮府組織の相違を示す x100

10 

11. 

成熟した裳果の横断 x50 

仁， 第一成胞糸，鍔ご成胞糸及び述絡糸を示す

A.助 細 胞 A.F. 被覆糸

C.F 連絡糸 G.成 胞 糸

S.支持細胞 T.受精毛
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C. カJレポゴン

H. 胎原列細胞
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Summary 

1. The presen t s peci巴swas col¥ected by Prof. Y. YAMADA and Mr. TAZAWA 

from Yabitsll ancl Koza， Kii Prov. in Jllly 1957， by the writer from Kominato， Awa 

Prov. in April 1956 ancl 1957， ancl by Prof. YAMADA ancl Mr. SAKAI from Saga， 

T05a Prov. in April 1961. 

2. The froncl i5 membranaceolls， about 5-10 cm across， expancling irreglllarly 

leaflike， ancl irreglllarly lobecl or split into segments ancl aclheres to the sllbstratum 

with uncler surface of the basal portion. 

3. The anatomical strllcture is as fol¥ows. The thickness of the thalllls is less 

than 1，000μThe cortical layer consists of 6-12 layers of c巴lls. The upper cortex 

ancl the uncler on巴 areuneq ual in their thickness. Th巴 meclullaryfilament is about 

7μin cliameter ancl is more or less clense. The meclllllary layer is about 500μthick. 

The transverse connections in cortex ar巴 founclin inner cortex， but in lIpper ancl 

miclclle layer they are rarely founcl 

4. The carpogone ancl the allxiliary cell are d巴velopecl in s巴parat巴 amplll¥ae

which start as a seconclarily c1evelopecllateral branch from the cells of miclclle cortical 

layer. After fertilization the carpogone ancl its acljacent cells become v巴rylarge ancl 

rich in protoplasm， ancl their gelatinolls membranes increase in thickness. The 

cystocarp is pcar shapccl， clev邑lopedon both surfaces ，，11 over the fl'oncl， half immcrsecl 

to the meclllllary layer. The llpper part of nllclells is flll'llishccl Wilh no network 

filaments originatecl from ampllllar filaments. 

5. The spermatangium is Cllt 0[[ from the olltermost cortical cel¥， ancl its form is 

spherical. The outermost cortical cells proclucing spermatangilll11 are very elongatecl目

6. The tetrasporangia arise as seconclarily clevelopecl simple-cellecl branches from 

the cell of the cortical filament， ancl are c1iviclecl crllciately. 

ホン ダ ワラに関する研究の

田原正人

庄I
'仏、 い出

私が大学lζ入り ，111{物学の勉強を始めたのは，今か らち ょうど 50年程前

のことである。その頃の STRASBURGERの植物教科書の核分裂のと乙ろには，

1:1:1心体を持っている核分裂の例として， ヒパマ タ(Fucus)の図があげであっ

た。そのため，動物の実科で三崎臨海実験所{ζ行-った折lζ，海岸{とたくさ

んに生えているホンダワラ (Sargassum)の生殖挺托lζ削岩し ている ζ の植

物の幼l匹を見たと き，ζ れを回定して-1;1]片を作って見たら，きっと教科書lζ
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